
９
月
１
日（
防
災
の
日
）を
中
心
と
し
た
８

月
30
日
か
ら
９
月
５
日
ま
で
は
、「
防
災
週
間
」

で
す
。

土
砂
災
害
、
地
震
災
害
な
ど
か
ら
身
の
安

全
を
守
る
た
め
、
普
段
か
ら
災
害
に
対
す
る

備
え
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、「
総
合
防
災
訓
練
」を
９
月
３
日

（
日
）に
実
施
し
ま
す
。
自
主
防
災
会
、
職
場

な
ど
で
訓
練
を
実
施
す
る
場
合
に
は
積
極
的

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
午
前
８
時
頃
か
ら
防
災
行
政
無
線

を
使
用
し
て
一
斉
放
送
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

土
砂
災
害
は
、
次
の
よ
う
な
現
象
の
直
後

に
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
直
ち
に
周

り
の
人
と
安
全
な
場
所
に
避
難
す
る
と
と
も

に
、
関
係
機
関
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

都
留
市
役
所
　

(
43)
１
１
１
１

富
士
・
東
部
建
設
事
務
所
　

(

22)
７
８
１
０

都
留
市
消
防
本
部
　

(

43)

２
３
４
１

地
域
の
消
防
団

大
き
な
地
震
が
起
き
た
と
き
は
、
次
の
よ

う
な
こ
と
に
注
意
し
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

・
机
や
テ
ー
ブ
ル
に
身
を
か
く
す

・
非
常
脱
出
口
を
確
保
す
る

・
あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い

・
地
震
！
す
ば
や
く
火
の
始
末
を
す
る

・
火
が
出
た
ら
ま
ず
消
火
を
す
る

・
避
難
は
徒
歩
で
、
持
ち
物
は
最
小
限
に
と

ど
め
る

・
山
崩
れ
、
が
け
崩
れ
に
注
意
す
る

・
市
役
所
、
消
防
署
な
ど
の
情
報
に
注
意
す
る

・
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
報
道
に
注
意
す
る

・
デ
マ
に
ま
ど
わ
さ
れ
な
い

・
不
要
、
不
急
な
電
話
は
、
か
け
な
い

・
軽
い
ケ
ガ
な
ど
の
処
置
は
、
地
域
ぐ
る
み

で
助
け
合
う

・
道
路
の
左
側
か
空
き
地
に
停
車
、
エ
ン
ジ

ン
を
止
め
る

・
ラ
ジ
オ
な
ど
で
災
害
情
報
を
聞
く

・
避
難
す
る
と
き
は
、
キ
ー
を
つ
け
た
ま
ま

徒
歩
で
避
難
す
る

被
害
の
未
然
防
止
と
被
害
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
次
の
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

自
主
防
災
会
な
ど
の
防
災
訓
練
に
は
積
極

的
に
参
加
し
、
防
災
行
動
力
を
身
に
つ
け
る

次
の
項
目
を
確
認
し
て
お
く

・
家
の
ま
わ
り
の
危
険
個
所
の
確
認

・
避
難
場
所
、
避
難
経
路
の
確
認

・
家
族
間
の
連
絡
方
法
、
落
ち
合
い
場
所

・
幼
児
や
高
齢
者
の
避
難
責
任
者

・
非
常
持
出
袋
の
点
検
と
置
き
場
所
の
確
認

・
消
火
器
の
使
い
方
と
置
き
場
所
の
確
認

・
家
具
な
ど
の
転
倒
、
落
下
防
止
対
策
な
ど

家
の
内
外
の
安
全
確
認

柱
、
土
台
、
屋
根
瓦
な
ど
の
点
検（
で
き
れ

ば
建
物
の
耐
震
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。)

を
し
て
、
強
度
が
不
足
し
て
い
る
個
所
は
補

強
す
る
。

鉄
筋
が
入
っ
て
い
る
か
、
転
倒
防
止
の
補

強
が
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
、
必
要
な
対

応
を
す
る

ト
メ
金
な
ど
で
固
定
し
て
お
く

消
火
器
や
バ
ケ
ツ
な
ど
を
用
意
し
て
お
く

・
避
難
場
所
で
の
生
活
に
最
低
限
必
要
な
も

の
を
用
意
し
て
お
く

・
２
〜
３
日
分
の
食
料
、
飲
料
水
な
ど
を
備

蓄
し
て
お
く

避難・誘導訓練、初期
消火訓練、救出・救護訓練、応急手
当訓練、給水訓練、発電機操作訓練、
簡易トイレ組立訓練、建物消火訓練、
炊き出し訓練など
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③谷村第一小学校校庭

 

⑦谷村第二小学校校庭

①谷村工業高等学校校庭

⑤都留第一中学校校庭 ⑥住吉球場

②川棚営農指導センター

④都留第二中学校校庭

①谷村工業高等学校校庭・・・・田原・楽山・上町・上天神町
②川棚営農指導センター・・・・川棚・旭ヶ丘
③谷村第一小学校校庭・・・・・仲町・下町・高尾町・横町・栄町・城北町・田町・幸町・新町・下天

神町・早馬町
④都留第二中学校校庭・・・・・寿町・弁天町・長者町・深田・新明町・新井・姥沢・鷹之巣・雇用促

進住宅・羽根子・月見ヶ丘・四日市場・富士見台
⑤都留第一中学校校庭・・・・・熊井戸・緑町・下小野・中小野・権現原団地・西海戸・熊井戸団地
⑥住吉球場・・・・・・・・・・法能・住吉町・日の出町
⑦谷村第二小学校校庭・・・・・玉川・宮原・引の田・上戸沢・下戸沢・サンタウン玉川・中野団地
⑧文大附属小学校校庭・・・・・上小野・大津・下細野・上細野・菅野
⑨東桂小学校校庭・・・・・・・十日市場・蒼竜峡団地・桂町・下夏狩・上夏狩
⑩東桂中学校校庭・・・・・・・鹿留古渡・鹿留宮下・鹿留沖・境
⑪禾生第一小学校校庭・・・・・古川渡・川茂・井倉・九鬼団地・井倉団地・サンタウン井倉
⑫禾生第二小学校校庭・・・・・田野倉・田野倉団地・小形山
⑬宝小学校校庭・・・・・・・・金井・中津森・上大幡・下大幡・高畑・サンタウン宝・サンタウン平栗
⑭宝小学校旧平栗分校跡地・・・厚原・平栗・加畑
⑮与縄営農指導センター・・・・与縄日影・与縄日向・与縄上手
⑯旭小学校校庭・・・・・・・・馬場第一・馬場第二・神門・久保・曽雌第一・曽雌第二・大平・朝日

団地

●確認してください。あなたの地震避難場所●

⑧文大附属小学校校庭 ⑨東桂小学校校庭
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⑪禾生第一小学校校庭 ⑫禾生第二小学校校庭

⑬宝小学校校庭 ⑭旧平栗分校跡地

⑮与縄営農指導センター ⑯旭小学校校庭

防
災
ミ
ニ
情
報

⑩東桂中学校校庭

●確認してください。あなたの地震避難場所●

NTTでは、災害時に電話で安否確
認ができる「災害用伝言ダイヤル」を
提供しています。
利用にあたっては「１７１」をダ

イヤルし、利用ガイダンスにしたが
って伝言の録音・再生を行ってくだ
さい。一般加入電話、公衆電話、携
帯電話、PHSから利用できます。

録音・再生するには・・・
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平
成
７
年
１
月
17
日
午
前
５
時
46
分
、
兵
庫
県
南
部
を
襲
っ

た
直
下
型
地
震
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
２
、
震
度
７
を
記

録
、
死
者
行
方
不
明
者
は
６
千
人
を
超
え
ま
し
た
。

ま
た
、
負
傷
者
は
４
万
３
千
人
を
数
え
、
そ
の
な
か
に
は
建

物
に
特
別
な
被
害
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
家
具
の
転
倒
や

散
乱
に
よ
っ
て
、
逃
げ
遅
れ
た
り
室
内
で
ケ
ガ
を
負
っ
た
方
も

多
数
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
室
内
に
家
具
や
電
化
製
品
な
ど
を
多
く
置
く
よ
う

に
な
っ
た
近
年
の
住
宅
事
情
に
よ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
阪
神
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
震
度
７
の
地
域
で
は
、
住

宅
の
全
半
壊
を
免
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
体
の
約
６
割
の

部
屋
で
家
具
が
転
倒
し
、
部
屋
全
体
に
散
乱
し
た
と
い
う
デ
ー

タ
が
あ
り
ま
す
。

し
か
も
、
た
だ
倒
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
食
器
棚
な
ど
は
扉

が
開
い
て
中
の
食
器
類
が
散
乱
し
、
ま
た
、
冷
蔵
庫
や
ピ
ア
ノ

は
移
動
し
て
し
ま
い
、
テ
レ
ビ
や
電
子
レ
ン
ジ
が
飛
ぶ
と
い
っ

た
日
常
で
は
考
え
ら
れ
な
い
現
象
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
建
物
が
無
事
で
も
、
家
具
が
転
倒
す
る
と
そ
の
下
敷

き
に
な
っ
て
ケ
ガ
を
し
た
り
、
室
内
が
散
乱
状
態
の
た
め
に
延

焼
火
災
か
ら
避
難
が
遅
れ
て
し
ま
う
な
ど
、
居
住
者
被
害
も
大

き
く
な
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

ま
た
、
平
成
16
年
に
発
生
し
た
新
潟
県
中
越
地
震
、
平
成
15

年
に
発
生
し
た
宮
城
県
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震
及
び
十
勝
沖

地
震
な
ど
、
人
的
被
害
を
伴
っ
た
地
震
が
度
々
発
生
し
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
地
震
で
は
、
負
傷
原
因
の
う
ち
、
家
具
類
の
転

倒
・
落
下
に
よ
る
負
傷
が
３
割
か
ら
５
割
と
大
き
な
割
合
を
占

め
て
お
り
、
そ
の
対
策
が
急
が
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

室
内
で
の
居
住
者
被
害
を
防
ぎ
、
安
全
な
避
難
経
路
を
確
保

す
る
た
め
に
も
、
家
具
を
固
定
し
て
お
く
こ
と
は
、
と
て
も
重

要
な
こ
と
な
の
で
す
。


